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第
５
次
美
里
町
総
合
振
興
計
画

後
期
基
本
計
画
に
位
置
付
け
た
、

「
健
幸
」「
美
力
」「
安
全
・
安
心
」

の
３
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

つ
い
て
、
横
断
的
か
つ
総
合
的
に

推
進
し
、「
住
民
一
人
ひ
と
り
が

誇
り
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
美
し
の

里
」
と
い
う
将
来
像
の
実
現
に
向

け
た
、
各
種
事
業
の
予
算
が
計
上

さ
れ
ま
し
た
。

　
教
育
・
文
化
関
係
で
は
、
小
学

校
統
合
に
向
け
、
校
舎
の
規
模
や

教
室
の
配
置
等
を
検
討
す
る
統
合

準
備
委
員
会
を
設
置
。
ま
た
、
定

住
者
の
教
育
機
会
の
確
保
及
び
定

住
促
進
の
た
め
、
町
に
定
住
す
る

方
が
貸
与
を
受
け
た
奨
学
金
の
返

還
金
の
一
部
補
助
を
実
施
。
生
涯

学
習
で
は
、
令
和
５
年
度
に
引

き
続
き
、
多
く
の
町
民
が
運
動
・

ス
ポ
ー
ツ
に
興
味
・
関
心
を
持
ち
、

そ
の
習
慣
化
を
図
る
た
め
の
取
組

を
継
続
的
に
行
い
、
町
民
の
健
康

意
識
の
向
上
や
生
活
習
慣
病
・
介

護
の
予
防
、
地
域
交
流
に
つ
な
が

る
魅
力
あ
る
事
業
を
実
施
。

　
産
業
関
係
で
は
、
戸
田
市
の
森

林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
て
、
陣

見
山
に
植
樹
す
る
な
ど
、
新
た
な

観
光
地
の
整
備
を
推
進
。

　

保
健
・
福
祉
・
医
療
関
係
で
は
、

引
き
続
き
、
ミ
ム
リ
ン
健
幸
ポ
イ

ン
ト
事
業
を
実
施
し
、
町
民
の
健

康
維
持
、
体
力
向
上
な
ど
生
活
習

慣
病
予
防
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ

る
健
康
寿
命
の
延
伸
と
医
療
費
の

抑
制
を
図
る
と
と
も
に
、
更
に
多

く
の
方
の
参
加
を
促
す
た
め
、
新

た
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ

で
の
参
加
を
開
始
。
子
育
て
世
帯

の
支
援
に
つ
い
て
は
、
経
済
的
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
、
保
育
所
、

認
定
こ
ど
も
園
等
に
通
う
３
歳
か

ら
５
歳
児
ま
で
の
主
食
費
、
副
食

費
相
当
を
補
助
。
ま
た
、
ひ
と
り

親
世
帯
等
を
対
象
に
、
こ
ど
も
の

権
利
で
あ
る
養
育
費
を
確
実
に
受

け
取
り
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る

環
境
を
整
え
る
た
め
、
弁
護
士
へ

の
相
談
費
用
、
公
正
証
書
の
作
成

手
数
料
等
を
補
助
し
、
離
婚
後
の

生
活
の
不
安
を
軽
減
で
き
る
よ
う

制
度
を
推
進
。

　
ま
ち
づ
く
り
関
係
で
は
、
役
場

か
ら
松
久
駅
を
中
心
と
す
る
エ
リ

ア
を
、
県
の
支
援
を
受
け
、
新
た

な
産
業
団
地
や
商
業
地
な
ど
、
生

活
に
必
要
な
利
便
性
の
高
い
施
設

を
集
積
し
、
人
が
集
ま
る
賑
わ
い

と
交
流
の
拠
点
整
備
を
推
進
。

　

生
活
環
境
関
係
で
は
、
近
年
、

行
政
区
加
入
率
や
行
政
区
事
業
な

ど
も
減
少
し
、
行
政
区
運
営
の
変

化
が
生
じ
て
い
る
中
、
各
行
政
区

に
集
落
支
援
員
を
設
置
す
る
と
と

も
に
、
行
政
区
へ
の
助
成
金
等
を

見
直
し
、
地
域
福
祉
や
防
災
な
ど

を
考
慮
し
た
行
政
区
運
営
の
活
性

化
を
図
る
取
組
み
。
ま
た
、
近
年

の
環
境
保
全
や
地
球
温
暖
化
に

対
応
し
た
環
境
分
野
に
お
け
る
持

続
可
能
な
取
組
が
求
め
ら
れ
る
中
、

町
の
環
境
保
全
条
例
を
改
正
し
、

健
康
で
文
化
的
な
生
活
に
寄
与
。

住
民
一
人
ひ
と
り
が
誇
り
を
持
っ
て

　
　
　暮
ら
せ
る
美
し
の
里
の
実
現
に
向
け
て

令和６年度予算の主な重点事業概要 　
令
和
６
年
第
１
回
美
里
町
議
会
定
例
会
が
、
３
月
１
日
か
ら
21
日
ま
で
の
21
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
議
会
で
は
、
令
和
６
年
度
の
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
等
（
６
会
計
）
予
算
の
ほ
か
、
令
和
５
年
度
の
補

正
予
算
、
条
例
の
一
部
改
正
等
を
可
決
し
ま
し
た
。　

　
ま
た
、
議
員
４
人
に
よ
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「持続可能なまちづくり」には、迅速な少子高齢化対策や自然災害
発生時の命を守る対策、新型コロナ感染症対応など、大変革の時代
と捉え、将来を見据えた行政運営が必要不可欠です。

一般会計予算
５７億５,７９８万６千円
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歳
　入

　
町
税
18
億
４
６
４
２
万
円
、
地

方
消
費
税
交
付
金
2
億
５
０
２
４

万
円
、
地
方
交
付
税
12
億
円
、
国

庫
支
出
金
6
億
３
５
０
５
万
円
、

県
支
出
金
3
億
７
２
３
２
万
円
、

繰
入
金
5
億
２
５
４
９
万
円
、
町

債
3
億
８
８
３
９
万
円
な
ど
が
主

な
財
源
で
す
。

　
歳
入
の
前
年
度
対
比
の
主
な
状

況
は
、
地
方
特
例
交
付
金
が
３
１

６
２
万
円
、
地
方
交
付
税
が
2
億

４
４
９
０
万
円
、
繰
入
金
が
７
４

７
８
万
円
、
町
債
が
７
０
９
４
万

円
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一

方
で
、
法
人
事
業
税
交
付
金
が
１

８
０
４
万
円
、
地
方
消
費
税
交
付

金
が
１
１
９
６
万
円
、
国
庫
支
出

金
が
３
２
３
４
万
円
、
県
支
出
金

が
３
０
８
６
万
円
の
減
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。歳　

出

　

総
務
費
9
億
５
０
５
７
万
円
、

民
生
費
16
億
６
９
８
７
万
円
、
衛

生
費
4
億
９
３
９
８
万
円
、
農
林

水
産
業
費
4
億
２
０
４
２
万
円
、

土
木
費
6
億
６
６
０
３
万
円
、
消

防
費
2
億
８
０
１
１
万
円
、
教
育

費
5
億
８
５
１
６
万
円
、
公
債
費

4
億
５
４
３
０
万
円
が
主
な
も
の

で
す
。

　
歳
出
の
前
年
度
対
比
の
主
な
状

況
は
、
民
生
費
が
障
害
者
自
立
支

援
給
付
費
負
担
金
を
は
じ
め
と
し

た
各
種
負
担
金
等
の
増
に
よ
り
６

３
２
９
万
円
、
衛
生
費
が
清
掃
事

務
事
業
や
児
玉
郡
市
広
域
市
町
村

圏
組
合
へ
の
清
掃
関
係
の
負
担
金

等
の
増
に
よ
り
３
５
０
８
万
円
、

農
林
水
産
業
費
が
土
地
改
良
事
業

や
下
水
道
事
業
会
計
繰
出
金
等
の

増
に
よ
り
３
２
４
８
万
円
、
商
工

費
が
工
場
立
地
促
進
奨
励
金
や
ハ

イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
整
備
等
の
増
に

よ
り
６
３
２
６
万
円
、
消
防
費
が

防
火
水
槽
新
設
工
事
や
消
防
団
第

２
分
団
車
庫
・
詰
所
建
築
事
業
の

皆
増
等
に
よ
り
６
５
７
５
万
円
、

教
育
費
が
奨
学
金
返
還
支
援
補
助

金
や
教
材
費
補
助
金
の
皆
増
、
ま

た
、
物
価
高
騰
等
の
影
響
に
よ
る

小
中
学
校
の
管
理
費
や
学
校
給
食

費
等
の
増
に
よ
り
８
５
３
９
万
円

の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
総
務
費
は
、
役
場
庁
舎
改

修
工
事
の
皆
減
等
に
よ
り
２
２
４

９
万
円
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一 般 会 計 57億5,798万6千円 （106.2％）

特 別 会 計 27億8,279万5千円 （102.5％）

国民健康保険事業 14億3,429万2千円 （103.0％）

介 護 保 険 事 業 11億8,976万4千円 （101.0％）

後期高齢者医療事業 1億5,873万9千円 （110.3％）

企 業 会 計 20億3,556万8千円 （140.1％）

水 道 事 業 14億3,081万円 （173.8％）

下 水 道 事 業 6億475万8千円 （96.0％）

総 合 計 105億7，634万9千円 （110.3％）

令和6年度　会計別当初予算額
 （ ）内は対前年度比

令和６年度　予算可決

令和６年度一般会計予算可決されました。町民が主役、人間が人間
らしく暮らせる街づくりを期待します。

令和６年度




